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第1章 序論 

日本語の初級クラスでは絵が多用される。クラスでは、教科書、絵教材、または教授者自作の

絵、および絵に含まれる「絵の要素」を、教授者は主観的な判断によって選択し使用している。

「絵の要素」とは小松（2000）の述べる「ひとつの意味のある単位で描かれている物体や象徴」

をその定義とする。しかしこの「絵の要素」がどのような効果をもたらすかを考慮せず使用する

ことは、異なる文化背景をもつ学習者に対応する方策としては不完全である。（「絵の要素」の具

体例は本文図１の抜粋を参照） 
本研究は、「絵の要素」の効果的な使用方法の模索を目的とした。まず学習者の絵に対する観察・

認識を質的量的に把握して、学習者の「絵の要素」の解釈が、教授者の意図と比べた時どう異な

るかを明らかにした。さらに、クラスでの絵や「絵の要素」の扱い方を観察し、教授者の言動が

学習者の「絵の要素」の解釈にどのような影響を与えたかを探った。 
第2章 調査概要   
予備調査では、代表的な初級教材に含まれる「絵の要素」を把握し、学習者、母語話者などの

グループに「絵の要素」についての解釈を問い、調査の方向性を明らかにした。そののちクラス

前の本調査１、およびクラス後の本調査３で質問紙調査を行い、クラスをはさんで、学習者の「絵

の要素」についての解釈にどのような差異が生じたか把握した。そして、その原因をクラスの教

授者の言動に求め、本調査 2 でクラスの撮影の結果得られた文字化資料をもとに実態調査を行っ

た。 
第3章 本調査の結果と分析・考察 

本調査 1、および３で得られた結果のうち、特徴の見られた 3 つの「絵の要素」を選択した。

うち＜サングラス＞と呼ばれる「絵の要素」については、教授者の意図通りに解釈した学習者の

数がクラス後に大幅に増えた（本文グラフ 4A,4B の抜粋参照）。これにより、教授者がクラス活

動中に印象的な提示の方法をとると、学習者の解釈に大きく影響を与えることが分かった。 
一方、＜吊りあがり眉＞＜上目遣い＞については、教授者の意図通りの解釈をした学習者の数

は、クラス後のほうが減少した。ここでは、学習者は「絵の要素」を使用せずに、場面状況を把

握していたと考えられる。（本文グラフ 8A,8B,および 9A,9B の抜粋参照） 
本調査群を通して、個々の「絵の要素」の解釈は、絵全体の構成の把握の前提になっていると

は言えず、「絵の要素」の解釈を経ずして、絵全体から場面状況の把握をしている場合があること

が分かった。 
さらに、教授者が絵を使用するときには、絵にさまざまな情報を添えていたと考えられる。絵

全体に文脈を与えて、学習者が大きな視点で見るように促したり、画中の「絵の要素」について、

詳細な情報を加味して、学習者が小さな視点から見るように促したりして、あらゆるレベルの情

報を添える可能性があると考えられる。 
第4章 結論および今後の課題   
本研究においては、教授者の言動が解釈に影響を与えるという結果が出たが、これ以外に何が影

響を与えるかを探ることは重要な課題となる。また、本研究では、解釈の理由を明らかにするこ

とはできなかったが、絵の観察者本人に語ってもらうことで、解釈の根拠が一部得られると考え

られる。 



 
 

 
 
 

図 1 怒っている人 （本文より抜粋） 

＜（額に出た）青筋＞： 
個人差はあるが、静脈が怒りによって

浮き出ることはある。 

＜頭からのぼる湯気＞：実際

に怒りで見えるほどの湯気は

出ないが、熱くなっていること

を強調。 
＜への字＞：広く不興を表す表現と

して使用される。 

＜むき出しになった歯＞：広く不興を表す表現として使用され

る。また力が強いことを表す。 

＜吊りあがり眉＞：これほどに

つりあがっている眉毛もないだ

ろうが、怒りを象徴する。 

 
 
 
 
「絵の要素」＜サングラス＞                   

 

 
グラフ 4A 本調査１＜サングラス＞        グラフ 4B 本調査３＜サングラス＞ 
（本文より抜粋） 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 



「絵の要素」＜上目遣い＞ 

 

 
グラフ 8A 本調査１＜上目遣い＞         グラフ 8B 本調査３＜上目遣い＞ 
（本文より抜粋） 
 
「絵の要素」 ＜吊りあがり眉＞ 

 

 
グラフ 9A 本調査１＜吊りあがり眉＞       グラフ 9B 本調査３＜吊りあがり眉＞ 
（本文より抜粋） 
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